
１ 　問題の所在と研究の目的
（１）城の教材価値
　文化遺産の一つに，城がある。城は，最近多くのメディ
アで取り上げられ，各地域の観光資源として活用されて
いる。そのような城に関して，当時の支配者がなぜ城を
築いたのかを読み解く研究がなされている（1）。千田嘉
博は，「城を生み出した社会と権力の構造を読み解いて，
物質資料から城の時代を解明することこそ，重要なので
はないでしょうか（2）」と述べている。現在に残る城の
位置は，当時の位置と同じである。また，城は，その「つ
くり（3）」を現在に確認できるものが多く存在する。城は，
それが築かれた時代を解明する物質資料として活用さ
れる。また，城は，その土地を治めていた支配者によっ
て築かれるため，その支配者が生きた当時の体制と直結
する。つまり，城は，当時の社会のしくみを読み解く資
料となる。
　山本博文は，「歴史にはその時代の固有のルールや時
代的な要因があり，現代の感覚で安易に過去を見ない
ことが大切です（4）」「当時の人々の視点から歴史的事象
を理解しようとする姿勢が重要である（5）」と述べてい
る。城は，当時の支配者が，当時の政治的な体制のもと，
ある意図や目的をもって選択，決定した行為の結果であ
る。したがって，城を築いた意図，目的を読み解くこと

は，当時の人々の視点で，当時の社会のしくみを因果関
係で理解することにつながる。
　さらに，なぜその城が築かれたのかという問いを設定
し，因果関係での解明を図ろうとする場合，築かれた当
時の社会のしくみを考察する時間的な視点（いつ），政
治的な視点（何のために）だけでなく，城が築かれた
位置を考察する地理的な視点（どこに）も必要となる。
つまり，城は，時間的，政治的な理解に加え，地理的な
理解を関連させた歴史学習の教材となる。
　先行授業実践では，高等学校の日本史で，福田喜彦の
熊本県荒尾市の中世城館を取扱った実践がある（6）。そ
の実践では，生徒が，中世城館の位置，形態，種類，当
時の目的，役割について，現地調査や郷土史家への聞き
取り調査を実施して考察している。そして，行政と連携
を図りながら歴史遺跡の活用方法についての提言をま
とめている。そのような調査，提言を通して，生徒は，
鎌倉幕府の体制として学んだ「総領制」や「分割相続制」
について，中世城館を基に見直している。また，海から
の攻めに備えて有明海に向けて城が建てられているこ
とや，福岡と熊本の境界で要衝の地に建てられていると
いった城の位置について，自然や交通との関連の理解が
なされている。城から当時の体制を読み解くことに歴史
学習としての有効性が見出されている。
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（２）江戸時代の城
　江戸時代の城は，徳川政権によって打ち出された一国
一城令や，武家諸法度の第六条によって，建築や補修，
改築に関する統制がなされていたという特徴がある（7）。
各地の大名は，縄張を示した絵図や立体模型（木図・塑
図）を幕府に提出することまで義務付けられていたので
ある（8）。絵図とは，「平面に描いた城全体とその周辺の
構成図（9）」をいう。木図とは，「木材でつくり彫刻で区
画と塁壁の型を立体的にしたもの（10）」をいう。塑図とは，

「紙粘土と糊でつくった立体模型（11）」のことをいう。つ
まり，幕府は，各大名の城がどのような地理的な位置に
あり，どのような「つくり」の城であるのかを平面や立
体を通して確認をしていたことになる。
　藤井譲治は，絵図の提出に関して，次のように述べて
いる（12）。

　将軍は，対外的緊張を一つの契機として国絵図・城絵
図を作成させ，それを手にすることで，全国規模での軍
事情報をいっきに掌握することに成功したのであり，大
名にとってこれらの絵図の提出は，本来秘すべき軍事情
報の提出強制であり，その結果大名に対する将軍の軍事
的優位はいっそう深まった。

　江戸幕府は，各地の城の位置や「つくり」を掌握，統
制し，将軍の軍事的優位を深めることに成功していたの
である。将軍の軍事的優位を深めることは，将軍と大名
の主従関係を強固なものにする。
　そこで，本研究における幕藩体制を，次のように定義
する。

　江戸幕府は，大名に対する将軍の軍事的優位を深め
るために，各大名の城の軍事情報を掌握し，城の建築
や補修，改築を統制していた。

　千田は，江戸時代の徳川政権の城について，「家康の
城もしくは徳川の城を考えることは，ある大名の城を解
明するというだけでなく，近世幕藩体制を城から理解す
る意味をもつ。つまり城から近世社会を捉え直す試みで
もある（13）。」と述べている。江戸時代に建築，補修，改
築された城は，一国一城令や武家諸法度を発令した江戸
幕府の体制に基づいている。したがって，その城の位置
や「つくり」は，当時の江戸幕府の意図や目的が現れて
いる。特に，幕府の命令によって新たに築かれた公儀普
請の城（例えば，明石城）がある。そのような幕府の命
令によって新しく築かれた城の位置や「つくり」には，
当時の江戸幕府の意図，目的が直接現れている。江戸時
代の城，特に，江戸時代に公儀普請によって築かれた城
は，当時の支配者である徳川政権が実行した体制の具体
を読み解く教材になる。
（３）教科書での扱い
　江戸時代の城は，教科書では，どのように扱われてい
るのであろうか。
　現行の小学校第６学年の教科書と中学校の社会科歴
史的分野の教科書（小学校は令和２年版，中学校は令和

３年版）では，江戸城の絵図や外様大名による江戸城の
普請，江戸幕府が発令した武家諸法度において，城に関
わる内容が扱われている。一国一城令については，小学
校の教科書の一社でのみ記述が見られ（14），中学校の教
科書では，扱われていない。
　どの教科書においても，武家諸法度はその内容の一部
が紹介され，小学校第６学年の教科書では，城を修理す
る時に幕府への届出が必要であること，中学校の社会科
歴史的分野の教科書では，新しい城を築いてはいけない
ことについて明記されている。しかし，どの教科書にお
いても，武家諸法度の城に関する内容が当時の城の位置
や「つくり」に実際にどのように反映されているかにつ
いての考察は意図されていない。一国一城令や武家諸
法度といった江戸幕府の政策を抽象的に知ることに留
まっている。幕府の政策によって実行された城の築城や
補修，改築の事実を考察することによって，その政策の
具体を理解することが必要である。城は，当時の体制と
直結する物質資料である。江戸時代の幕藩体制を理解す
る具体的な教材として開発を進めることが必要である。
（４）本研究の意義
　ここまで論じたように，城は，当時の人々の視点で，
当時の体制を読み解く物質資料となり，時間的，地理的，
政治的な理解を達成する歴史学習の教材価値をもつ。特
に，江戸時代の城は幕府による統制がなされていたた
め，全国へと確立した幕藩体制の具体を理解する教材と
なる。
　しかし，これまでの江戸時代の歴史学習では，文献資
料から一国一城令や武家諸法度によって城の築城，修復
に幕府の許可がいることや，大名が使用する城以外は
破壊されたといった統制に関する内容を知ることに留
まっている。なぜ江戸幕府が城の位置や「つくり」に対
して築城，補修，改築の許可をしたり破壊の命令を出し
たりしたのかについて，城という物質資料から体制の具
体を読み解くことはなされていない。江戸時代の城を教
材化し，城から幕藩体制を読み解く歴史学習を開発する
ことは，歴史学習の新たな一面を示す有意義な研究にな
る。
（５）本研究の目的
　本研究の目的は，次の三点である。

①江戸時代の城から幕藩体制を読み解く歴史授業を
構成する。

②①の授業の構成に基づいて授業を実践する。
③②の実践を基に，有効性と課題を導き出す。

２ 　江戸時代の城から幕藩体制を読み解く歴史授
業の構成

（１）考察視点の設定
　歴史学習として城をどのように考察すればよいかに
ついて検討する。
　鳥羽正雄は，築城には，「１地選（位置の選定）」「２
地取（場所の選定）」「３経始（縄張）（平面形，立体形
の企画および実施）」「４普請（土木工事）」「５作事（木

158 学校教育学研究,   2021,   第34巻



造建築工事）」の五つの仕事があると述べている（15）。「１
地選」と「２地取」は，城を築く位置を選ぶことである。

「３経始（縄張）」と「４普請」と「５作事」は，城をど
のように築くかということである。
　鳥羽は，地選について，「地選は，城の根本的重大事
であって，これは築城主体者の意志によって決定される
ところである（16）。」と述べている。また，城の位置につ
いて，鳥羽は次のように述べている（17）。

　城はそれぞれ防衛上関係の地域があり，自然および人
文（政治，軍事，財政経済，住民その他の関係）上，関
係地域における位置を考慮して築造される。その位置は，
城の価値，築城目的，任務などに重大な関係を及ぼすこ
とになる。位置が不適当な場合には，なんら価値がない
のみか，有害無益なことさえある。すなわち当該城郭と
関連があると考えられる自然の地形と各種事情を，現地
に立脚して考察することが必要である。

　現在に残る城の位置は，築城主体者すなわち当時の支
配者が，自然と人文（政治，軍事，財政経済，住民その
他の関係）を考慮して選択，決定した結果である。した
がって，結果として現れている現在の城の位置を自然と
人文とを関連付けて考察することによって，当時の支配
者の視点で，当時の意図，目的を読み解くことができる
と考える。
　それでは，江戸時代の城の場合，自然と人文に関わる
考察の視点は，どのように設定することができるであろ
うか。
　自然の地形に関しては，土地の高低差を利用して，軍
事的，政治的に機能が最大化されるように城が築かれ
る。山地，平地，丘陵地と，地形は現在も大きく変わる
ことなく確認できる。したがって，江戸時代に築かれた
城に関しても当時の自然の地形としてその高低を考察
することが可能である。この考察視点を，「位置：①地形」
とする。
　また，鳥羽は，「城郭は付近の関連地域との関係にお
いて相対的に意義を有するものであるから，一城郭を考
慮する場合，その付近の山嶽，丘陵，河川，湖沼，海洋，
港湾，島嶼，天然の水利，道路交通などについても十分
調査しなければならない（18）。」と述べている。つまり，
山地や平地，丘陵地といった城が建つ場所の自然だけで
なく，付近の山，河川，湖沼，海，島といった他の場所
の自然との関係を考察することが必要である。この考察
視点を「位置：②自然との関係」とする。
　さらに，鳥羽が道路交通についての調査の必要性を
述べているように，交通の面からの考察も必要となる。
新谷洋二は，近世の城の特徴について，次のように述べ
ている（19）。

　近世の城においては，（中略：石田），平野部の中央の
平地または小丘陵地が一般に選ばれた。とくに城を中心
に城下町を経営できることを条件の一つとした交通の便
の点から，港町とは密接な関連を持つこと，重要な街道
と連絡することが考慮された。

　つまり，陸路と海路の両面を考慮して位置が選択され
たことが分かる。この考察視点を，「位置：③交通（街道，

港）との関係」とする。
　また，江戸時代に使用された城は，城と城下町が一体
化する特徴がある。新谷は，城下町について次のように
述べている（20）。

　近世において，大名の領国統一，兵農分離が進行する
に伴って，家臣団や商工業者を全て城下に集めて，居住
地を計画的に定めて，住まわせるようにしたため，城に
は必ず城下町を伴うようになった。すなわち，位置選定
にあたっては，城だけでなく，城下町のことも考慮しな
ければならず，このように，近世の城の建設に際しては，
それに並行して城下町の建設が実施されるようになった。

　江戸時代の城は，城下町との一体化が意図されて建築
されている。これは，軍事拠点としての城という役割だ
けでなく，都市としての城としての役割が意図されてい
ることが分かる。この城下町との一体化に関する考察視
点を，「位置：④城下町との関係」とする。
　さらに，江戸時代の城は，複数の城の連携が意図され
ている。石田曜は，江戸時代に築かれた明石城について，
次のように述べている（21）。

　明石に築城された理由として，次の２点が挙げられる。
①姫路城より西の外様大名を仮想敵国とした場合の後衛
地となること，②元和元年（1615 年），初代城主小笠原忠
真の姉婿・蜂須賀至鎮が阿波城主となった。つまり，淡
路島は徳島領であったので，幕府は姫路藩，明石藩，徳
島藩の軍事力によって西国の外様大名への備えとさせた。
したがって姫路城が落城した際は，明石が第二の防衛戦
になると想定されていたことが考えられる。また，姫路城，
明石城，尼崎城によって三段構えの防衛体制をとったと
いえる。
　姫路城・尼崎城・洲本城を線で結ぶと，（中略：石田）
三角形が描ける。明石城は，この三角形のほぼ重心に位
置する。明石における城下町建設の意義として，三つの
城の重心という戦略的位置にあったことが確認できる。

　明石城が築かれる際には，他の城との連携を考慮して
位置を選択していたことが分かる。したがって，江戸
時代の城は，同時期に使用された他の城との位置関係
を考察することが必要となる。この考察視点を「位置：
⑤他の城との関係」とする。後述する資料㋑㋒に示した。
　次に，政治，軍事，財政経済，住民その他の関係に関
して，江戸時代の城に関わる特徴から考察視点を見出す
ことにする。
　江戸時代の城と政治，軍事に関しては，前章で述べた
ように，一国一城令や武家諸法度によって，幕府が各地
の城の位置や「つくり」を掌握，統制していた。したがっ
て，城の位置の選択，決定には，当時の支配者である江
戸幕府の政治的な意図，目的が現れている。この政治的
な考察視点を，「位置：⑥政治的な関係」とする。
　ここまで論じた江戸時代の城の位置に関する考察視
点を整理すると，次の表１のようになる。
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　一方，城の「つくり」にも当時の支配者の意図，目的
が現れる。城郭歴史研究会は，縄張について，次のよう
に述べている（22）。

　城の防御性を決定づける縄張は，築城する土地の地形
を上手く利用しながら曲輪や堀などの位置を決めていく
ことが重要になる。つまり，丘陵や崖，川などの自然の
要害を縄張に取り入れて，敵の攻撃から城を守る構造を
構築していくのだ。

　このような縄張がなされた後に普請，作事が実行され
る。したがって，城の曲輪や堀，建築物の配置を考察す
ることによって，縄張の段階でどのような機能の城を意
図したかを読み解くことができる。この考察視点を，「つ
くり：①縄張」とする。
　また，先に述べたように，城に関わる絵図や立体模型

（木図・塑図）の幕府への提出が強制されていたことか
らも，具体的な建築物の「つくり」にも当時の支配者の
意図，目的が現れる。防御力を高めるための門，曲輪，
馬出，石垣，櫓，天守（天守台）と，すべてに支配者は
意図，目的をもって建築をする。このような建築物に関
わる考察視点を，「つくり：②建築物」とする。
　ここまで論じた江戸時代の城の「つくり」に関する考
察視点を整理すると，次の表２のようになる。

（２）考察範囲
　（１）で設定した江戸時代の城の考察視点は，その範
囲を変化させることができる。例えば，「位置：①地形」
では，城が建つ丘陵地と曲輪のある高低差を考察する場
合と，他の城まで範囲を広げて，複数の城が位置する地
形の高低差を考察する場合では，その考察範囲が異な
る。また，「位置：②自然との関係」においても，城の
すぐ横を流れる川と城の位置関係を考察する場合と，範
囲を広げて他の川との位置関係を考察する場合とでは，
考察に異なりが生ずる。したがって，（１）で設定した
江戸時代の城の考察視点（表１，表２）には，考察範囲
の異なりを想定しておくことが必要である。
（３）問いの構造
　（１）（２）で設定した考察視点と考察範囲に基づき，
社会認識形成を図る歴史学習を展開するには，どのよう
な問いを設定すればよいであろうか。

　社会認識形成には，社会事象を因果関係で理解するこ
とが必要である。因果関係での理解につながる問いは，

「なぜ（Why）」である（23）。また，城の築城主体は，当
時の支配者であることから，江戸時代の場合，問いの主
語は「江戸幕府」となる。したがって，当時新たに築か
れた明石城の場合，「なぜ，江戸幕府は，明石城を築い
たのだろう」というなぜの疑問での問いを設定すること
になる。
　しかし，これでは，その問いの答えが様々な要因に広
がり，本質的な原因を導き出せない可能性がある。江戸
時代の城の本質である（１）（２）で示した位置や「つ
くり」を考察して原因を導き出すことが，当時の城に関
する幕藩体制を読み解き，城の築城という結果に対して
因果関係で理解することにつながる。そこで，問いをさ
らに，「なぜ，江戸幕府は，そのような位置に，そのよ
うなつくりの城を築いたのだろう」と設定する。そうす
ることで，城の「つくり」を考察すること，城の位置を
考察することに必然性が生まれる。そして，幕府の意図，
目的を読み解くことから城の統制が図られた幕藩体制
との関連の理解が達成される。
　また，城の位置や「つくり」の具体を考察すること
につながる問いも必要である。そこでは，「どのような

（How）」の問いを設定する。そうすることで，城の位置
や「つくり」を考察する必然性が生まれる。
　江戸時代の城の位置や「つくり」を考察して幕藩体制
を読み解く問いの構造は，次の図１のようになる。

　なお，因果関係での理解につながる「なぜ，江戸幕府
は，そのような位置に，そのようなつくりの城を築いた
のだろう」という問いは，「なぜ，江戸幕府は，そのよ
うな位置の，そのようなつくりの城を破壊したのだろ
う」と，江戸幕府の統制によって破壊された城の考察に
も適用できる。
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けでなく，都市としての城としての役割が意図されていることが分かる。この城下町との一体化に関する考察視

点を，「位置：④城下町との関係」とする。 

さらに，江戸時代の城は，複数の城の連携が意図されている。石田曜は，江戸時代に築かれた明石城につい

て，次のように述べている(21)。 

   明石に築城された理由として，次の２点が挙げられる。①姫路城より西の外様大名を仮想敵国とした場合の後衛地となるこ

と，②元和元年（1615 年），初代城主小笠原忠真の姉婿・蜂須賀至鎮が阿波城主となった。つまり，淡路島は徳島領であった

ので，幕府は姫路藩，明石藩，徳島藩の軍事力によって西国の外様大名への備えとさせた。したがって姫路城が落城した際

は，明石が第二の防衛戦になると想定されていたことが考えられる。また，姫路城，明石城，尼崎城によって三段構えの防衛

体制をとったといえる。 

姫路城・尼崎城・洲本城を線で結ぶと，（中略：石田）三角形が描ける。明石城は，この三角形のほぼ重心に位置する。明

石における城下町建設の意義として，三つの城の重心という戦略的位置にあったことが確認できる。 

 明石城が築かれる際には，他の城との連携を考慮して位置を選択していたことが分かる。したがって，江戸時

代の城は，同時期に使用された他の城との位置関係を考察することが必要となる。この考察視点を「位置：⑤他

の城との関係」とする。後述する資料㋑㋒に示した。 

次に，政治，軍事，財政経済，住民その他の関係に関して，江戸時代の城に関わる特徴から考察視点を見出す

ことにする。 

江戸時代の城と政治，軍事に関しては，前章で述べたように，一国一城令や武家諸法度によって，幕府が各地

の城の位置や「つくり」を掌握，統制していた。したがって，城の位置の選択，決定には，当時の支配者である

江戸幕府の政治的な意図，目的が現れている。この政治的な考察視点を，「位置：⑥政治的な関係」とする。 

 ここまで論じた江戸時代の城の位置に関する考察視点を整理すると，次の表１のようになる。 
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一方，城の「つくり」にも当時の支配者の意図，目的が現れる。城郭歴史研究会は，縄張について，次のよう

に述べている(22)。 

城の防御性を決定づける縄張は，築城する土地の地形を上手く利用しながら曲輪や堀などの位置を決めていくことが重要に

なる。つまり，丘陵や崖，川などの自然の要害を縄張に取り入れて，敵の攻撃から城を守る構造を構築していくのだ。 

 このような縄張がなされた後に普請，作事が実行される。したがって，城の曲輪や堀，建築物の配置を考察す

ることによって，縄張の段階でどのような機能の城を意図したかを読み解くことができる。この考察視点を，

「つくり：①縄張」とする。 

また，先に述べたように，城に関わる絵図や立体模型（木図・塑図）の幕府への提出が強制されていたことか

らも，具体的な建築物の「つくり」にも当時の支配者の意図，目的が現れる。防御力を高めるための門，曲輪，

馬出，石垣，櫓，天守（天守台）と，すべてに支配者は意図，目的をもって建築をする。このような建築物に関

わる考察視点を，「つくり：②建築物」とする。      

ここまで論じた江戸時代の城の「つくり」に関する考察視点を整理すると，次の表２のようになる。 
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（２）考察範囲 

 （１）で設定した江戸時代の城の考察視点は，その範囲を変化させることができる。例えば，「位置：①地

① 地形 

② 自然との関係 

③ 交通（街道，港）との関係 

④ 城下町との関係 

⑤ 他の城との関係 
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① 縄張 

② 建築物 

図 １　�城の位置や「つくり」を考察して幕藩体制を読み
解く問いの構造
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形」では，城が建つ丘陵地と曲輪のある高低差を考察する場合と，他の城まで範囲を広げて，複数の城が位置す

る地形の高低差を考察する場合では，その考察範囲が異なる。また，「位置：②自然との関係」においても，城

のすぐ横を流れる川と城の位置関係を考察する場合と，範囲を広げて他の川との位置関係を考察する場合とで

は，考察に異なりが生ずる。したがって，（１）で設定した江戸時代の城の考察視点（表１，表２）には，考察

範囲の異なりを想定しておくことが必要である。 

（３）問いの構造 

（１）（２）で設定した考察視点と考察範囲に基づき，社会認識形成を図る歴史学習を展開するには，どのよ

うな問いを設定すればよいであろうか。 

 社会認識形成には，社会事象を因果関係で理解することが必要である。因果関係での理解につながる問いは，

「なぜ（Why）」である(23)。また，城の築城主体は，当時の支配者であることから，江戸時代の場合，問いの主

語は「江戸幕府」となる。したがって，当時新たに築かれた明石城の場合，「なぜ，江戸幕府は，明石城を築い

たのだろう」というなぜの疑問での問いを設定することになる。 
 しかし，これでは，その問いの答えが様々な要因に広がり，本質的な原因を導き出せない可能性がある。江戸

時代の城の本質である（１）（２）で示した位置や「つくり」を考察して原因を導き出すことが，当時の城に関

する幕藩体制を読み解き，城の築城という結果に対して因果関係で理解することにつながる。そこで，問いをさ

らに，「なぜ，江戸幕府は，そのような位置に，そのようなつくりの城を築いたのだろう」と設定する。そうす

ることで，城の「つくり」を考察すること，城の位置を考察することに必然性が生まれる。そして，幕府の意

図，目的を読み解くことから城の統制が図られた幕藩体制との関連の理解が達成される。 
 また，城の位置や「つくり」の具体を考察することにつながる問いも必要である。そこでは，「どのような

（How）」の問いを設定する。そうすることで，城の位置や「つくり」を考察する必然性が生まれる。 
 江戸時代の城の位置や「つくり」を考察して幕藩体

制を読み解く問いの構造は，次の図１のようになる。 
 なお，因果関係での理解につながる「なぜ，江戸幕

府は，そのような位置に，そのようなつくりの城を築

いたのだろう」という問いは，「なぜ，江戸幕府は，

そのような位置の，そのようなつくりの城を破壊した

のだろう」と，江戸幕府の統制によって破壊された

城の考察にも適用できる。 

（４）江戸時代の城から幕藩体制を読み解く枠組 

（１）（２）（３）で論じたことを整理すると，次の表３のような枠組となる。 

 

表３ 江戸時代の城から幕藩体制を読み解く枠組  （５）授業の展開方法 

ここまで論じてきた江戸時代の城から幕藩体制を読み

解く枠組（表３）に基づくと，次の図２のような学習過程

になる。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
学習過程１において，児童は，城の位置と「つくり」について事実を知ることになる。そして，学習過程２に

おいて，なぜの問いから当時の支配者の意図，目的を読み解く。こうすることによって，城を築いた原因と築か

れた位置や「つくり」の結果を，因果関係で理解することができると考える。 

この学習過程を授業に組みんで，幕藩体制を読み解く社会科授業を構成する。 

問い 考察視点 

なぜ，江戸幕府

は，そのような

位置に，そのよ

うなつくりの

城を築いたの

だろう。 

 

どのような

位置に城が

築かれたの

だろう。 

位

置 

①地形 

②自然との関係 

③交通（街道，港）

との関係 

④城下町との関係 

⑤他の城との関係 

⑥政治的な関係 

どのような

つくりで城

が築かれた

のだろう。 

つ

く

り 

①縄張 

 

②建築物 

なぜ，江戸幕府は，そのような位置に，そのようなつくり

の城を築いたのだろう。 

[因果関係での理解] 

どのようなつくりで城が

築かれたのだろう。 

[城のつくりの考察] 

どのような位置に城が

築かれたのだろう。 

[城の位置の考察] 

図１ 城の位置や「つくり」を考察して幕

藩体制を読み解く問いの構造 

学習過程１：城の位置と「つくり」を知る。 

○どのようなつくりで城が築かれたのだろう。 

○どのような位置に城が築かれたのだろう。 

学習過程２：城の位置と「つくり」の意図，目的が分かる。 

 ○なぜ，江戸幕府は，その位置に，そのような「つくり」の

城を築いたのだろう。 

図２ 城の位置と「つくり」から幕藩体制

を読み解く学習過程 

＊各考察視点の考察範囲は，狭いものから広いものへと変化可能 

（筆者作成） 
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けでなく，都市としての城としての役割が意図されていることが分かる。この城下町との一体化に関する考察視

点を，「位置：④城下町との関係」とする。 

さらに，江戸時代の城は，複数の城の連携が意図されている。石田曜は，江戸時代に築かれた明石城につい

て，次のように述べている(21)。 

   明石に築城された理由として，次の２点が挙げられる。①姫路城より西の外様大名を仮想敵国とした場合の後衛地となるこ

と，②元和元年（1615 年），初代城主小笠原忠真の姉婿・蜂須賀至鎮が阿波城主となった。つまり，淡路島は徳島領であった

ので，幕府は姫路藩，明石藩，徳島藩の軍事力によって西国の外様大名への備えとさせた。したがって姫路城が落城した際

は，明石が第二の防衛戦になると想定されていたことが考えられる。また，姫路城，明石城，尼崎城によって三段構えの防衛

体制をとったといえる。 

姫路城・尼崎城・洲本城を線で結ぶと，（中略：石田）三角形が描ける。明石城は，この三角形のほぼ重心に位置する。明

石における城下町建設の意義として，三つの城の重心という戦略的位置にあったことが確認できる。 

 明石城が築かれる際には，他の城との連携を考慮して位置を選択していたことが分かる。したがって，江戸時

代の城は，同時期に使用された他の城との位置関係を考察することが必要となる。この考察視点を「位置：⑤他

の城との関係」とする。後述する資料㋑㋒に示した。 

次に，政治，軍事，財政経済，住民その他の関係に関して，江戸時代の城に関わる特徴から考察視点を見出す

ことにする。 

江戸時代の城と政治，軍事に関しては，前章で述べたように，一国一城令や武家諸法度によって，幕府が各地

の城の位置や「つくり」を掌握，統制していた。したがって，城の位置の選択，決定には，当時の支配者である

江戸幕府の政治的な意図，目的が現れている。この政治的な考察視点を，「位置：⑥政治的な関係」とする。 

 ここまで論じた江戸時代の城の位置に関する考察視点を整理すると，次の表１のようになる。 

 

表１ 江戸時代の城の位置に関する考察視点 

 

 

 

 

 

 

 

一方，城の「つくり」にも当時の支配者の意図，目的が現れる。城郭歴史研究会は，縄張について，次のよう

に述べている(22)。 

城の防御性を決定づける縄張は，築城する土地の地形を上手く利用しながら曲輪や堀などの位置を決めていくことが重要に

なる。つまり，丘陵や崖，川などの自然の要害を縄張に取り入れて，敵の攻撃から城を守る構造を構築していくのだ。 

 このような縄張がなされた後に普請，作事が実行される。したがって，城の曲輪や堀，建築物の配置を考察す

ることによって，縄張の段階でどのような機能の城を意図したかを読み解くことができる。この考察視点を，

「つくり：①縄張」とする。 

また，先に述べたように，城に関わる絵図や立体模型（木図・塑図）の幕府への提出が強制されていたことか

らも，具体的な建築物の「つくり」にも当時の支配者の意図，目的が現れる。防御力を高めるための門，曲輪，

馬出，石垣，櫓，天守（天守台）と，すべてに支配者は意図，目的をもって建築をする。このような建築物に関

わる考察視点を，「つくり：②建築物」とする。      

ここまで論じた江戸時代の城の「つくり」に関する考察視点を整理すると，次の表２のようになる。 
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（２）考察範囲 

 （１）で設定した江戸時代の城の考察視点は，その範囲を変化させることができる。例えば，「位置：①地

① 地形 

② 自然との関係 

③ 交通（街道，港）との関係 

④ 城下町との関係 

⑤ 他の城との関係 

⑥ 政治的な関係 

① 縄張 

② 建築物 
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（４）江戸時代の城から幕藩体制を読み解く枠組
　（１）（２）（３）で論じたことを整理すると，次の表
３のような枠組となる。

（５）授業の展開方法
　ここまで論じてきた江戸時代の城から幕藩体制を読
み解く枠組（表３）に基づくと，次の図２のような学習
過程になる。

　学習過程１において，児童は，城の位置と「つくり」
について事実を知ることになる。そして，学習過程２に
おいて，なぜの問いから当時の支配者の意図，目的を読
み解く。こうすることによって，城を築いた原因と築か
れた位置や「つくり」の結果を，因果関係で理解するこ
とができると考える。
　この学習過程を授業に組みんで，幕藩体制を読み解く
社会科授業を構成する。
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・明石川の西には，人丸山と同じ高さの台地が広がっ
ている。だから，西から街道を通って来る敵の動き
を見ることができる。

　［位置：②自然との関係］
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形」では，城が建つ丘陵地と曲輪のある高低差を考察する場合と，他の城まで範囲を広げて，複数の城が位置す

る地形の高低差を考察する場合では，その考察範囲が異なる。また，「位置：②自然との関係」においても，城

のすぐ横を流れる川と城の位置関係を考察する場合と，範囲を広げて他の川との位置関係を考察する場合とで

は，考察に異なりが生ずる。したがって，（１）で設定した江戸時代の城の考察視点（表１，表２）には，考察

範囲の異なりを想定しておくことが必要である。 

（３）問いの構造 

（１）（２）で設定した考察視点と考察範囲に基づき，社会認識形成を図る歴史学習を展開するには，どのよ

うな問いを設定すればよいであろうか。 

 社会認識形成には，社会事象を因果関係で理解することが必要である。因果関係での理解につながる問いは，

「なぜ（Why）」である(23)。また，城の築城主体は，当時の支配者であることから，江戸時代の場合，問いの主

語は「江戸幕府」となる。したがって，当時新たに築かれた明石城の場合，「なぜ，江戸幕府は，明石城を築い

たのだろう」というなぜの疑問での問いを設定することになる。 
 しかし，これでは，その問いの答えが様々な要因に広がり，本質的な原因を導き出せない可能性がある。江戸

時代の城の本質である（１）（２）で示した位置や「つくり」を考察して原因を導き出すことが，当時の城に関

する幕藩体制を読み解き，城の築城という結果に対して因果関係で理解することにつながる。そこで，問いをさ

らに，「なぜ，江戸幕府は，そのような位置に，そのようなつくりの城を築いたのだろう」と設定する。そうす

ることで，城の「つくり」を考察すること，城の位置を考察することに必然性が生まれる。そして，幕府の意

図，目的を読み解くことから城の統制が図られた幕藩体制との関連の理解が達成される。 
 また，城の位置や「つくり」の具体を考察することにつながる問いも必要である。そこでは，「どのような

（How）」の問いを設定する。そうすることで，城の位置や「つくり」を考察する必然性が生まれる。 
 江戸時代の城の位置や「つくり」を考察して幕藩体

制を読み解く問いの構造は，次の図１のようになる。 
 なお，因果関係での理解につながる「なぜ，江戸幕

府は，そのような位置に，そのようなつくりの城を築

いたのだろう」という問いは，「なぜ，江戸幕府は，

そのような位置の，そのようなつくりの城を破壊した

のだろう」と，江戸幕府の統制によって破壊された

城の考察にも適用できる。 

（４）江戸時代の城から幕藩体制を読み解く枠組 

（１）（２）（３）で論じたことを整理すると，次の表３のような枠組となる。 
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りすることになる（26）。 
　［位置：④城下町との関係］

・城の建つ人丸山と海の間に城下町を形成すること
で，外堀で，武家屋敷と足軽・組屋敷，町屋，寺・
社地を区分している。

　［位置：⑤他の城との関係］
・姫路城と尼崎城の中間で，淡路島の北に築かれてい

る。だから，他の城と連携して西国や四国の外様大
名に備えることができる。

　［位置：⑥政治的な関係］
・江戸幕府は，1615 年に一国一城令と武家諸法度を

出して全国の城を制限した。その中で，明石城には
銀 1000 貫目を出費して公儀普請によって城を築い
ている（27）。 

・明石には江戸時代以前から船上城があったにもかか
わらず，その城を廃城にして，明石城を築いている。

・幕府は，本多忠政（姫路藩主・譜代）と小笠原忠真（明
石藩主・譜代）に候補地を挙げさせ，和坂，人丸山，
塩屋の三つの候補地の中から，西の方向や海を監視
できる人丸山を選んでいる（28）。 

　［つくり：①縄張］
・川と海，堀を利用して「総構え型」の城として守り

を固めている。
　［つくり：②建築物］

・天守は築かれず，天守台が，西向きに張り出してい
る。

・天守台の西下に曲輪があり，西側から本丸に上がり
にくく，西側には，逃げられないようになっている。

・本丸，ニの丸，三の丸は，東に向かって順同じ高さ
でつながっている。

・南西の坤櫓が天守の役割をし，その窓は，西と南に
広がっている（29）。

（３）本授業で使用する資料
　本授業で使用する資料については，（２）の知識の構
造に基づいて，精選，加工する。
　まず，明石城がどの時期に，誰によって築かれた城で
あるかを確認した後，城の「つくり」を考察する。資料
として，現在の明石城の写真と当時の明石城の「つくり」
が分かる携帯アプリの画像（資料㋐ -1，資料㋐ -2（30））
を使用する。政治的な関係の理解を図るため，天守台が
西側にだけ張り出していること，天守台の西下は低く
なっていること，天守台，本丸から東は同じ高さが続い
ていることを確認する。
　次に，学習課題となるなぜの問いを引き出すために，
以前からある船上城（明石川の西側，海岸の近く）を取
り上げる。明石には船上城があるのに，なぜ新しい城を
なぜ築くのかという矛盾からなぜの問いを引き出す。
　なぜの問いを設定した後，仮説の設定と検証に進む。
このときに使用する資料として，西国で使用されていた
城とその土地を治めていた大名の配置（資料㋑），姫路
城から尼崎城までの地形図，明石城の建っている場所の
付近の積層模型（資料㋒）を用意する。資料㋑の西国で

使用されていた城とその土地を治めていた大名の配置
は，譜代大名と外様大名が意図的に配置されているこ
とを，城の位置，「つくり」を関連させて理解するため
の資料である。考察視点の「位置：⑤他の城との関係」

「位置：⑥政治との関係」に基づいている。姫路城から
尼崎城までの地形図は，明石城が姫路城と尼崎城の中間
に位置付くことを考察するためである。考察視点の「位
置：①地形」「位置：⑤他の城との関係」に基づいている。
資料㋒の積層模型は，考察視点の「位置：①地形」「位置：
②自然との関係」「位置：③交通との関係」「位置：⑤他
の城との関係」に基づいている。和坂と人丸山と塩屋と
いう三つの候補地の中から人丸山を選択することには，
地形の高低，川や街道との位置が関係している。和坂と
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162 学校教育学研究,   2021,   第34巻
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②展開 

学習過程 ◎学習課題   ○主な問い  ・主な学習活動 資料〔提示方法〕 

 
築城時期と

築城主体者

の学習 

 

○明石城はいつ，誰が築いた城だろう。 

・明石城が，1619 年，江戸幕府の二代将軍である徳川秀忠によって築

かれた城であることを確認する。 

・明石城が譜代大名の城であることを確認する。 

・徳川秀忠の肖像画 

〔紙で黒板に提示〕 

 

 

 
城の「つく

り」の考察 

 

 

○どのようなつくりで明石城が築かれたのだろう。 

・天守台が西側だけに張り出していることを確認する。 

・西曲輪と本丸は高低差があることを確認して，本丸から西側には逃

げられないことを確認する。 

・明石城の写真 

〔紙で黒板に提示〕 

・明石城の CG（資料㋐） 
〔携帯アプリをテレビで提示〕 

 
城の位置の

考察 

 

 

 

 

○どのような位置に明石城が築かれたのだろう。 

・姫路城，尼崎城の中間に築かれていることを確認する。 
・明石川の東側の丘陵地に築かれていることを確認する。 
・西国街道の通り道に築かれていることを確認する。 
・和坂と人丸山という候補地の中から，人丸山が選択されたことを確

認する。 

・他の城や大名との位置関係 

（資料㋑）〔紙で黒板に提示〕 

・明石城の位置 

〔紙で黒板に提示〕 

・積層模型（資料㋒） 

 〔模型を黒板に提示〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意図，目的

の読解 

 

 

◎なぜ，江戸幕府は，人丸山という場所に，新しく明石城を築いたのだ

ろう。 

 

・江戸幕府が一国一城令によって，各地の支城を約 170 まで廃城にし

たことを確認する。そして，明石城は，その逆に，以前まであった船

上城を取り壊して，江戸幕府が費用を負担して新しく建築されたこ

とに矛盾を感じさせ，なぜの問いを引き出す。 

・位置とつくりの資料から読み取ったことを関連付けて，江戸幕府の

意図，目的を読み解く。 

 

 

 

 

 

・一国一城令の発令前と後の

城の数のグラフ 

〔紙で黒板に提示〕 

 

 

 

 

●評価 

 

 

 

 

③資料  ［城のつくり］に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［城の位置］に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

●期待する学習課題の解 [知識] 

①姫路城と尼崎城の中間の明石に城を築くことで，西国や四国の外様大名への守りを高めることができる。 

②人丸山に城を築くことで，高いところから西の街道や南の海を通る外様大名を監視したり，明石川を堀

にして戦ったりすることができる。 

学
習
過
程
１ 

学
習
過
程
２ 

資料㋐-1：曲輪，本丸，掘［①縄張］ 

 (30)の携帯アプリより引用 

資料㋐-2：天守台と西曲輪［②建築物］ 

(30)の携帯アプリより引用 

資料㋑：1617年の城と大名の配置 

［⑤他の城との関係］［⑥政治的な関係］ 

 

（(31)を参考に作成：筆者） 

資料㋒：明石城付近の積層模型 

［①地形］［②自然との関係］ 

［③交通との関係］［⑤他の城との関係］ 

（(32)を基に作成：筆者） 
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③資料

163城の「位置」と「つくり」から幕藩体制を読み解く小学校歴史学習
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意図，目的
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◎なぜ，江戸幕府は，人丸山という場所に，新しく明石城を築いたのだ
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・江戸幕府が一国一城令によって，各地の支城を約 170 まで廃城にし

たことを確認する。そして，明石城は，その逆に，以前まであった船

上城を取り壊して，江戸幕府が費用を負担して新しく建築されたこ

とに矛盾を感じさせ，なぜの問いを引き出す。 

・位置とつくりの資料から読み取ったことを関連付けて，江戸幕府の

意図，目的を読み解く。 

 

 

 

 

・一国一城令の発令前と後の

城の数のグラフ 

〔紙で黒板に提示〕 
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③資料  ［城のつくり］に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［城の位置］に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業実践の考察 

 本研究で構成した授業を，第６学年の３学級の児童を対象に実践した。 
授業者の発言や児童の発言，資料の扱いによって城に関する考察視点を与えられた児童が，どのように記述し

●期待する学習課題の解 [知識] 

①姫路城と尼崎城の中間の明石に城を築くことで，西国や四国の外様大名への守りを高めることができる。 

②人丸山に城を築くことで，高いところから西の街道や南の海を通る外様大名を監視したり，明石川を堀

にして戦ったりすることができる。 

学
習
過
程
１ 

学
習
過
程
２ 

資料㋐-1：曲輪，本丸，掘［①縄張］ 

 (30)の携帯アプリより引用 

資料㋐-2：天守台と西曲輪［②建築物］ 

(30)の携帯アプリより引用 

資料㋑：1617年の城と大名の配置 

［⑤他の城との関係］［⑥政治的な関係］ 

 

（(31)を参考に作成：筆者） 

資料㋒：明石城付近の積層模型 

［①地形］［②自然との関係］ 

［③交通との関係］［⑤他の城との関係］ 

（(32)を基に作成：筆者） 
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○どのようなつくりで明石城が築かれたのだろう。 

・天守台が西側だけに張り出していることを確認する。 

・西曲輪と本丸は高低差があることを確認して，本丸から西側には逃

げられないことを確認する。 

・明石城の写真 

〔紙で黒板に提示〕 

・明石城の CG（資料㋐） 
〔携帯アプリをテレビで提示〕 

 城の位置の

考察 

○どのような位置に明石城が築かれたのだろう。 

・姫路城，尼崎城の中間に築かれていることを確認する。 
・明石川の東側の丘陵地に築かれていることを確認する。 
・西国街道の通り道に築かれていることを確認する。 
・和坂と人丸山という候補地の中から，人丸山が選択されたことを確

認する。 

・他の城や大名との位置関係 

（資料㋑）〔紙で黒板に提示〕 

・明石城の位置 

〔紙で黒板に提示〕 

・積層模型（資料㋒） 

 〔模型を黒板に提示〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意図，目的

の読解 

 

◎なぜ，江戸幕府は，人丸山という場所に，新しく明石城を築いたのだ

ろう。 

・江戸幕府が一国一城令によって，各地の支城を約 170 まで廃城にし

たことを確認する。そして，明石城は，その逆に，以前まであった船

上城を取り壊して，江戸幕府が費用を負担して新しく建築されたこ

とに矛盾を感じさせ，なぜの問いを引き出す。 

・位置とつくりの資料から読み取ったことを関連付けて，江戸幕府の

意図，目的を読み解く。 

 

 

 

 

・一国一城令の発令前と後の

城の数のグラフ 

〔紙で黒板に提示〕 

 

 

 

 

●評価 

 

 

 

③資料  ［城のつくり］に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［城の位置］に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業実践の考察 

 本研究で構成した授業を，第６学年の３学級の児童を対象に実践した。 
授業者の発言や児童の発言，資料の扱いによって城に関する考察視点を与えられた児童が，どのように記述し

●期待する学習課題の解 [知識] 

①姫路城と尼崎城の中間の明石に城を築くことで，西国や四国の外様大名への守りを高めることができる。 

②人丸山に城を築くことで，高いところから西の街道や南の海を通る外様大名を監視したり，明石川を堀

にして戦ったりすることができる。 

学
習
過
程
１ 

学
習
過
程
２ 

資料㋐-1：曲輪，本丸，掘［①縄張］ 

 (30)の携帯アプリより引用 

資料㋐-2：天守台と西曲輪［②建築物］ 

(30)の携帯アプリより引用 

資料㋑：1617年の城と大名の配置 

［⑤他の城との関係］［⑥政治的な関係］ 

 

（(31)を参考に作成：筆者） 

資料㋒：明石城付近の積層模型 

［①地形］［②自然との関係］ 

［③交通との関係］［⑤他の城との関係］ 

（(32)を基に作成：筆者） 
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４ 　授業実践の考察
　本研究で構成した授業を，第６学年の３学級の児童を
対象に実践した。
　授業者の発言や児童の発言，資料の扱いによって城に
関する考察視点を与えられた児童が，どのように記述し
たのかを分析する。方法としては，学習カードの記述を，
本研究で設定した城の考察視点に基づいて分析する。
　分析の結果，次の表４の結果となった。児童の記述例
に関し，城の位置に関する記述には直線の下線，城の「つ
くり」に関する記述には，波線の下線を引いた。
　児童の記述から分かったことは，複数の考察視点を関
連付けて理解している児童がいたことである。時間的な
考察とともに，当時の江戸幕府が配置した大名に対して
城の位置や「つくり」を選択，決定していたという政治
的な考察，そして，城の地形や付近の自然との関係と
いった地理的な考察が，関連付けてなされているといえ
る。
　城の位置に関しては，「位置：①地形」の考察視点で
記述している児童が，全体で 83 人中 70 人（約 84％）
いることが分かった。これは，資料として，積層模型（資
料㋒）を使って土地の高低差を示したことが地形との関
係の理解に働いたと推察する。また，「位置：⑥政治的
な関係」の考察視点で記述している児童が，全体で 83

人中 57 人（約 69％）いることが分かった。この児童は，
他の城とその土地を治める大名と，明石城の位置を関連
付けて理解したといえる。城の位置と当時の政治とを関
連付けて理解することは，小学校段階の児童においても
十分可能であると考える。ただし，政治との関連付け
は，地形との関連付けよりも捉えることが難しい傾向
が見られた。さらに，「位置：③交通との関係」「位置：
⑤他の城との関係」，「つくり：①縄張」「つくり：②建
築物」についての記述が少ない結果となった。これは，
本授業の学習課題に原因があったと考える。本授業の
学習課題は，「なぜ，江戸幕府は，人丸山という場所に，
新しく城を築いたのだろう」であった。この学習課題で
は，日本各地の候補地の中から明石という位置を選んだ
ということを考えるのではなく，明石の中の人丸山と
いう位置をなぜ選んだのかを考える問いとなっている。
そのため，資料㋒の明石城付近の積層模型を基に，人丸
山の地形を中心に考察がなされたと推察する。
　城の「つくり」に関しても，学習課題が原因であった
と考える。本授業の学習課題が位置に関する解を求める
問いになっているため，城の「つくり」を原因として導
き出す必要がなかったと推察する。
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城の位置に関しては，[①地形]の考察視点で記述している児童が，全体で 83 人中 70 人（約 84％）いることが

分かった。これは，資料として，積層模型（資料㋒）を使って土地の高低差を示したことが地形との関係の理解 
表４ 城の考察視点に関わる児童の記述の傾向（全児童83人） 

 
城の考察視点 

6-1(28 人) 6-2(27 人) 6-3(28 人) 合計(83 人) 
人数（人） 人数（人） 人数（人） 人数（人） 

位

置 
 

①地形 22 21 27 70 
②自然との関係 20 17 9 46 
③交通との関係 8 0 5 13 
④城下町との関係 0 0 0 0 
⑤他の城との関係 6 7 6 19 
⑥政治的な関係 19 20 18 57 

 ①縄張 0 6 3 9 
②建築物 3 2 2 7 
児童 記述例 

6-1 児童 6 西側に敵（外様）がいるから[位置：⑥政治]。西向きに天守台[つくり：②建築物]。海－近い[位置：②自然]。高い－見下ろせる[位置：

①地形]。人丸山の方が高い[位置：①地形]。上から見下ろせるから[位置：①地形]。和坂から攻撃に来ても，明石川を渡って[位

置：②自然] 上に登らないといけない[位置：①地形]。 
6-1 児童 21 外様が敵になったとき[位置：⑥政治]，姫路城が少し対応してくれて[位置：⑤他の城]，山が高い分[位置：①地形]，自分たちの準備

ができる。川をはさんでいるから[位置：②自然]，姫路城がやられたら[位置：⑤他の城]，川があるから[位置：②自然]，まちかまえ

られる。海からせめてこられても見える位置[位置：②自然]が人丸山。西からせめてきても，川や山をおりたりのぼっ

たりしないといけない[位置：①地形]のが人丸山。さんきんこうたいの通り道[位置：③交通]になって，上から見える[位置：①地

形]のが人丸山だったから，すべての方位からせめられても対応できるのが人丸山だったから。 
6-2 児童 15 高さが急という理由[位置：①地形]で新しく明石城を築いたのではないか。外様大名たちが西から攻めてくる[位置：⑥政治]

から，真ん中に川をはさみ[位置：②自然]，攻めにくく高い急な山から監視できる[位置：①地形]ようにした。 
6-2 児童 23 船上城は海に近くて[位置：⑤他の城]，標高が低いから，標高がちょっと高い人丸山に[位置：①地形]城を作ってせめられな

いようにした。西から来た外様大名に[位置：⑥政治]有利な土地を選んだ。南からも強い。 
6-3 児童 13 土地の高さが人丸山の方が高く[位置：①地形]，山の方が守りやすいから。西からくるのに，川があり，もうひとつの

山だと川がなくせめやすい[位置：②自然]。人丸山の方が，外様がせめてきたときに[位置：⑥政治]，守りやすく，敵は西か

らくるので[位置：⑥政治]，川[位置：②自然]や道[位置：③交通]がある。もうひとつの山だと[位置：②自然]，それがなくせめられる。

人丸山は上から打てたりするので，人丸山に城をたてた。 
6-3 児童 20 船上城では[位置：⑤他の城]土地が低すぎた[位置：①地形]。山だから木などもあって守りやすい。にげやすい。外様，西。譜

代は，東だから[位置：⑥政治]。人丸山は土地が高く[位置：①地形]，せめられにくいから。江戸幕府は外様大名をけいかい

していて，その外様大名は西にいるから[位置：⑥政治]，西向きに天守台をつくる[つくり：②建築物]新しい城を築いた。 
 

に働いたと推察する。また，[⑥政治的な関係]の考察視点で記述している児童が，全体で 83 人中 57 人（約 69％）
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表 ４　城の考察視点に関わる児童の記述の傾向（全児童 83 人）
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５ 　本実践の有効性と改善点
　本実践では，築かれた城の位置や「つくり」を考察す
ることによって，幕藩体制と城の具体が関連付き，時間
的，地理的，政治的な視点での理解が達成されるという
傾向が見られた。小学校段階の児童においても，城を時
間的，地理的，政治的な視点で考察し，関連付けて理解
することは十分可能であることが分かった。
　しかし，本実践を通して改善するべき点も明らかに
なった。それは，城の位置に関する学習課題である。位
置といっても，全国から見た明石という位置と，明石の
中の人丸山という位置では，同じ城の位置でも，考察範
囲や考察視点が異なる。そこで，改善として，「なぜ明
石に築いたのだろう」と「なぜ明石の中でも人丸山に築
いたのだろう」と，城の位置の考察範囲を広いものと狭
いものとに分けて段階的に問うようにする。そうするこ
とで，当時の交通や，他の城との関係の考察を促進でき
たのではないかと考える。

６ 　本研究の成果と課題
　本研究の成果は，次の三点である。

（１ ）城の位置と「つくり」に着目して，江戸時代の城
から幕藩体制を読み解く枠組を設定することができ
た。

（２ ）設定した枠組に基づいて，江戸時代に築かれた「明
石城」を教材化し，幕藩体制を読み解く小学校歴史
授業を構成することができた。

（３ ）構成した授業を実践し，有効性と改善点を示すこ
とができた。

　課題は，次の一点である。
（１ ）城の位置の考察範囲と考察視点を再検討し，新た

な授業の開発，実践を通して検証する。
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